
一
．
は
じ
め
に

　

経
済
的
に
豊
か
な
先
進
国
に
い
る
私

達
は
、
児
童
労
働
問
題
を
自
分
達
と
は

異
な
る
、
遠
い
世
界
の
出
来
事
だ
と
考

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ど
の

先
進
国
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
国
内
に

お
け
る
児
童
労
働
問
題
と
戦
っ
て
き
た

歴
史
的
経
緯
が
あ
る
。

　

日
本
の
場
合
、
一
般
的
な
児
童
労
働

問
題
が
私
達
の
意
識
に
上
ら
な
く
な
っ

た
の
は
、
高
度
成
長
期
に
入
っ
て
か
ら

の
こ
と
で
あ
り
、
遠
い
過
去
の
話
で
は

な
い
。
ま
た
、
現
在
、
日
本
か
ら
児
童

労
働
問
題
が
完
全
に
な
く
な
っ
た
と
す

る
の
も
拙
速
で
あ
る
。
世
界
の
な
か
で

も
性
風
俗
産
業
が
発
達
、
繁
盛
す
る
日

本
に
お
い
て
、
児
童
の
性
的
搾
取
が
な

い
と
は
、
必
ず
し
も
い
え
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
日
本
の
現
代
に
い
た
る

ま
で
の
児
童
労
働
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
児
童
労
働
が
な
ぜ
発
生
し
、
減
少

し
て
い
っ
た
の
か
そ
の
社
会
経
済
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
世
界
の

児
童
労
働
問
題
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

し
た
い
。
日
本
の
児
童
労
働
と
戦
っ
て

き
た
経
験
が
、
現
代
の
発
展
途
上
国
に

対
し
て
も
応
用
可
能
な
の
か
、
そ
れ
と

も
限
界
が
あ
る
の
か
を
議
論
す
る
こ
と

は
重
要
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。
以
下
、

時
代
を
大
き
く
、
近
世
以
前
、
近
代
、

現
代
に
分
け
、
考
察
し
て
い
こ
う
。

二
．
近
世
以
前

⑴ 

人
身
売
買
に
よ
る
子
ど
も
の
強
制
労

働

　

日
本
に
お
い
て
、
人
身
売
買
の
歴
史

は
古
い
。
一
二
世
紀
ご
ろ
に
は
、
日
本

に
お
い
て
、
労
働
力
の
供
給
、
取
得
を

目
的
と
し
て
、
子
ど
も
の
誘
拐
や
子
ど

も
の
売
買
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
組
織
化

さ
れ
て
い
た
。売
ら
れ
た
子
ど
も
達
は
、

慢
性
的
に
労
働
力
が
不
足
し
て
い
る
辺

境
地
に
売
ら
れ
、
農
耕
、
牧
畜
、
家
庭

の
雑
事
な
ど
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
（
参

考
文
献
⑧
）。

　

時
の
権
力
は
、
人
身
売
買
に
対
し
、

何
ら
か
の
規
制
を
加
え
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
頻
繁
に
起
こ
っ
た
。
そ
れ

は
、「
労
働
市
場
」
が
未
発
達
で
あ
っ

た
こ
と
、
労
働
力
と
し
て
未
熟
か
つ
、

だ
ま
さ
れ
や
す
い
子
ど
も
の
場
合
、
調

達
コ
ス
ト
、
取
引
コ
ス
ト
が
大
人
よ
り

低
か
っ
た
と
い
う
こ
と
、
労
働
需
要
側

に
労
働
力
を
ス
ト
ッ
ク
す
る
意
図
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
遊
女
と
し
て
売
ら
れ
る
少
女

　

人
身
売
買
の
禁
制
に
は
江
戸
幕
府
も

強
く
臨
ん
だ
が
、
貧
し
い
農
民
の
娘
や

都
市
の
下
層
民
の
娘
な
ど
を
「
遊
女
と

し
て
売
る
」
に
等
し
い
契
約
形
態
は
承

認
し
た
。
江
戸
幕
府
が
公
認
す
る
遊
郭

が
存
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。一
方
、

非
公
認
の
遊
郭
の
遊
女
に
つ
い
て
は
取

り
締
ま
り
の
対
象
と
し
た
。

　

遊
女
は
、
お
お
よ
そ
一
三
、
四
歳
ぐ

ら
い
か
ら
二
三
、
四
歳
ぐ
ら
い
ま
で
、

奉
公
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
遊
女
奉
公
の

た
め
に
売
ら
れ
る
娘
は
そ
れ
よ
り
も
幼

い
場
合
が
多
い
。
少
女
達
は
、
ま
ず
年

長
の
遊
女
に
仕
え
な
が
ら
、
遊
女
に
な

る
修
行
を
し
た
。
彼
女
達
の
多
く
は
農

村
の
貧
し
い
百
姓
か
ら
送
り
こ
ま
れ
て

き
た
と
さ
れ
る
（
参
考
文
献
③
）。

　

貧
困
家
庭
の
娘
は
遊
女
と
し
て
売
ら

れ
る
の
は
や
む
を
え
な
い
と
い
う
社
会

通
念
や
、
身
を
売
っ
て
、
親
、
家
族
を

救
う
の
は
女
の
美
徳
で
あ
る
と
の
考
え

か
ら
少
女
達
は
自
分
達
の
意
思
に
関
わ

ら
ず
、
遊
女
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
考
え
は
、
根

深
く
、
戦
後
、
公
娼
制
度
が
廃
止
さ
れ
、

さ
ら
に
そ
の
後
、
一
九
五
六
年
に
売
春

防
止
法
が
成
立
、
五
八
年
に
施
行
さ
れ

る
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。

⑶
子
守
と
し
て
雇
用
さ
れ
る
少
女

　

江
戸
時
代
後
半
の
一
八
世
紀
後
半
ご

ろ
に
は
、
貨
幣
経
済
が
発
達
し
、
貧
富

の
格
差
が
拡
大
す
る
な
か
で
、
少
女
達

を
子
守
と
し
て
雇
用
す
る
風
習
、
子
守

奉
公
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
子
守
を
雇

用
す
る
こ
と
の
で
き
る
中
小
地
主
や
商

人
、
月
給
生
活
者
な
ど
が
生
ま
れ
て
き

た
一
方
で
、
土
地
を
も
た
な
い
小
作
人

達
は
、
生
ま
れ
て
き
た
子
ど
も
を
口
減

ら
し
の
た
め
に
、
特
に
女
の
子
ど
も
を

藤 

野 

敦 

子

第
一
部　

児
童
労
働
撤
廃
の
成
果
と
現
代
的
課
題

日
本―歴

史
に
み
る
社
会
経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
―

特 集

ⓒACE

児童労働撤廃
─その到達点と残る課題─
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手
放
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
で
て
き

た
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑫
）。
こ
の

よ
う
な
な
か
で
、
少
女
の
子
守
が
増
加

し
て
い
っ
た
。
女
子
の
子
守
奉
公
は
二

〇
世
紀
前
半
ご
ろ
ま
で
続
く
。

　

少
女
達
の
思
い
は
、「
子
守
唄
」
に

如
実
に
現
れ
て
い
る
。
子
守
唄
に
は
子

守
奉
公
す
る
少
女
達
が
自
分
自
身
の
た

め
に
歌
う
労
働
歌
、
あ
る
い
は
抵
抗
の

歌
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
も
の
が
あ

る
。
近
代
化
の
波
の
な
か
で
、
子
守
を

し
て
い
た
少
女
達
は
、
紡
績
工
場
の
女

子
労
働
者
に
吸
収
さ
れ
て
い
く
こ
と
に

な
る
。
紡
績
工
場
の
女
工
小
唄
と
子
守

唄
に
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
お
り
、
子
守
と
紡
績
工
場
の
女
子

労
働
者
の
出
身
基
盤
や
生
活
環
境
が
類

似
し
て
い
た
こ
と
の
傍
証
で
あ
る
と
の

見
解
が
あ
る
（
参
考
文
献
①
）。

三
． 

近
代
―
日
本
の
産
業
革
命
期

の
児
童
労
働
―

⑴
マ
ッ
チ
工
場

　

産
業
革
命
の
ご
く
初
期
に
は
、
雑
工

業
的
な
化
学
工
業
の
工
場
が
多
く
、

マ
ッ
チ
工
場
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。
マ
ッ
チ
工
場
で
は
安
い
労
働

力
を
大
量
に
必
要
と
す
る
た
め
、大
阪
、

神
戸
な
ど
の
都
市
下
層
民
の
住
む
貧
民

窟
を
選
ん
で
建
て
ら
れ
た
。『
日
本
の

下
層
社
会
』
を
著
し
た
横
山
源
之
助
に

よ
れ
ば
、
マ
ッ
チ
工
場
に
は
、
児
童
労

働
が
非
常
に
よ
く
み
ら
れ
た
。
一
家
総

出
で
働
か
な
け
れ
ば
食
べ
て
い
け
な
い

家
庭
が
多
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る

（
参
考
文
献
⑩
）。

　

マ
ッ
チ
製
造
に
お
け
る
多
く
の
作
業

は
熟
練
の
必
要
の
な
い
極
め
て
単
純
な

も
の
で
あ
る
。
単
純
な
作
業
は
、
主
に

女
性
労
働
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、

雇
用
主
に
と
っ
て
は
、
雇
用
す
る
労
働

者
が
成
人
女
性
で
あ
ろ
う
が
、
子
ど
も

で
あ
ろ
う
が
、
さ
ほ
ど
重
要
で
な
か
っ

た
。
ま
た
、
マ
ッ
チ
工
場
の
仕
事
は
、

極
め
て
単
純
な
作
業
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
機
械
化
が
進
ま
ず
、
労
働
集

約
的
な
仕
事
で
あ
り
続
け
た
。
児
童
労

働
の
需
要
が
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
存

在
し
た
の
で
あ
る
。

　

農
商
務
省
の
『
職
工
事
情
』
で
は
、

一
九
〇
〇
〜
〇
二
年
の
関
西
で
の
一
四

の
工
場
に
お
け
る
調
査
を
ま
と
め
て
い

る
。労
働
者
総
数
五
三
三
〇
人
に
対
し
、

一
〇
歳
未
満
の
男
子
労
働
者
は
一
・

二
％
、
女
子
労
働
者
は
二
・
五
％
、
一

〇
歳
以
上
一
四
歳
未
満
の
男
子
労
働
者

は
三
・
七
％
、
女
子
労
働
者
は
一
一
・

五
％
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

⑦
）。

⑵ 

製
糸
工
場
、
紡
績
工
場
に
お
け
る
児

童
労
働

　

日
本
の
産
業
革
命
を
も
た
ら
し
た
非

常
に
重
要
な
産
業
が
製
糸
業
、
紡
績
業

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
産
業
で
働
く
労
働

者
に
占
め
る
学
齢
期
以
下
の
児
童
労
働

者
の
割
合
は
高
く
な
い
。
一
九
世
紀
、

フ
ラ
ン
ス
、
ア
ル
ザ
ス
地
方
の
オ
ー
・

ラ
ン
県
（H

au
t-R
h
in

）
に
あ
る
各
紡

績
工
場
で
の
調
査
の
結
果
、
全
雇
用
者

に
占
め
る
一
二
歳
未
満
の
子
ど
も
の
割

合
が
最
も
高
か
っ
た
工
場
で
は
、
三

七
％
に
上
っ
て
い
た
と
す
る
報
告
が
あ

る
が
、欧
米
で
は
、児
童
労
働
者
の
割
合

が
高
か
っ
た
（
参
考
文
献
⑪
）。
日
本

の
製
糸
工
場
あ
る
い
は
紡
績
工
場
の
労

働
者
の
多
数
は
、
い
わ
ゆ
る
女
工
で
あ

り
、
学
齢
期
を
超
え
た
二
〇
歳
未
満
の

少
女
達
で
あ
っ
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　

農
商
務
省
『
職
工
事
情
』
に
よ
れ
ば
、

一
八
九
八
年
に
お
け
る
長
野
県
二
〇
五

の
製
糸
工
場
及
び
、
そ
の
他
の
二
九
工

場
の
労
働
者
総
数
二
九
、
五
五
五
人
に

対
し
、
一
〇
歳
以
上
一
四
歳
未
満
の
女

子
労
働
者
は
全
労
働
者
の
八
・
三
％
、

一
〇
歳
未
満
の
女
子
労
働
者
は
全
労
働

者
の
〇
・
五
％
と
報
告
さ
れ
て
い
る（
参

考
文
献
⑦
）。
紡
績
工
場
に
お
い
て
も
、

関
西
一
六
の
紡
績
工
場
、
労
働
者
総
数

二
万
七
四
一
二
人
に
対
し
、
一
四
歳
未

満
の
女
子
労
働
者
は
全
労
働
者
の
一

〇
・
一
％
、
一
〇
歳
未
満
は
極
め
て
少

な
い
と
報
告
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

⑦
）。

　

産
業
革
命
を
も
た
ら
し
た
重
要
な
産

業
に
お
い
て
、
学
齢
期
以
下
の
労
働
者

が
少
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

そ
の
理
由
が
い
く
つ
か
あ
る
。
ひ
と
つ

目
は
、
工
場
の
損
得
勘
定
の
理
由
で
あ

る
。
製
糸
業
の
場
合
、
精
巧
な
技
術
を

要
す
る
作
業
の
性
質
上
、
年
少
の
子
ど

も
を
雇
用
す
る
こ
と
は
工
場
主
に
と
っ

て
利
益
に
な
ら
な
か
っ
た
。二
つ
目
は
、

採
用
の
方
法
で
あ
る
。
紡
績
工
場
、
製

糸
工
場
と
も
女
子
労
働
者
は
主
に
寄
宿

制
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
た
。
あ
る

一
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
子
が
家
計
を

支
え
る
た
め
、
地
方
の
貧
し
い
家
を
出

て
、
工
場
の
寄
宿
舎
に
入
り
働
い
た
の

で
あ
る
。
三
つ
目
は
、
義
務
教
育
の
効

果
で
あ
る
。
一
九
〇
七
年
に
は
義
務
教

育
が
四
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ
れ
、
統

計
上
、
女
子
の
小
学
校
就
学
率
が
九

七
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
と
も
な

い
、
製
糸
業
、
紡
績
業
の
各
工
場
が
、

募
集
条
件
で
最
低
年
齢
を
決
め
て
お

り
、
そ
の
大
多
数
が
一
二
〜
一
四
歳
と

な
っ
て
い
た
。
四
つ
目
は
、
子
ど
も
観

で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、
家
の
永
続
を

願
う
志
向
が
強
く
、
子
ど
も
を
大
切
に

し
て
き
た
。
家
族
の
な
か
で
、
生
活
に

困
っ
た
場
合
、
ま
ず
母
親
が
、
次
に
年

長
の
子
ど
も
が
働
き
に
出
て
、
そ
れ
で

も
不
足
す
る
場
合
に
は
年
少
の
子
ど
も
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が
、
と
い
う
順
序
で
働
き
に
出
た
と
さ

れ
る
（
参
考
文
献
⑤
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
産
業
革
命
を
主
導
し

た
日
本
の
製
糸
業
、
綿
紡
績
業
は
、
比

較
的
年
齢
層
の
高
い
少
女
達
の
労
働
力

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。し
か
し
、

彼
女
達
の
劣
悪
な
労
働
条
件
や
労
働
環

境
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
彼

女
達
は
、
債
務
奴
隷
の
よ
う
な
雇
用
関

係
の
も
と
、
働
い
て
い
た
。
肺
結
核
な

ど
の
深
刻
な
病
気
や
性
的
虐
待
を
受
け

る
危
険
に
も
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
現
在

で
い
う
、
一
八
歳
未
満
の
児
童
を
対
象

と
し
た
「
最
悪
の
形
態
の
児
童
労
働
」

と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
少
女
達
は
、
こ
の
よ
う
な
働

き
方
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
ひ
と
つ
に
女
性
に
対
す
る
偏
見

が
根
強
く
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
女
性

の
労
働
は
そ
も
そ
も
家
族
の
た
め
に
無

償
で
な
さ
れ
る
も
の
と
の
考
え
が
根
底

に
あ
り
、
市
場
労
働
に
あ
っ
て
も
低
賃

金
で
か
つ
過
酷
な
労
働
環
境
に
置
か
れ

る
こ
と
に
疑
問
が
投
じ
ら
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
産
業
革
命
を
牽
引

す
る
こ
れ
ら
の
産
業
で
は
、
常
に
そ
の

労
働
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
っ
た

が
、
解
消
す
る
自
由
か
つ
開
放
的
な
労

働
市
場
が
欠
如
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
労
働
供
給
不
足
を
補
う
の
は
、
主

に
仲
介
人
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
仲
介
人

は
、
甘
言
、
欺
瞞
に
よ
っ
て
地
方
で
、

職
工
を
募
り
、
莫
大
な
手
数
料
を
受
け

取
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

⑶
硝
子
工
場

　

硝
子
工
場
で
は
、
男
子
の
児
童
労
働

が
み
ら
れ
た
。
硝
子
工
場
で
働
く
労
働

者
自
体
、
男
性
が
九
五
％
を
占
め
て
い

た
が
、
農
商
務
省
『
職
工
事
情
』
に
よ

る
と
、
一
九
〇
二
年
に
調
査
し
た
東
京

お
よ
び
大
阪
の
硝
子
工
場
の
労
働
者
総

数
三
九
六
〇
人
の
う
ち
、
一
〇
歳
未
満

の
男
子
労
働
者
は
全
労
働
者
の
七
・

〇
％
、
一
〇
歳
以
上
一
四
歳
未
満
の
男

子
労
働
者
は
、全
労
働
者
の
三
〇
・
三
％

に
も
な
っ
て
い
た
と
し
て
い
る
（
参
考

文
献
⑦
）。

　

硝
子
工
場
で
働
く
子
ど
も
達
は
、
将

来
、
熟
練
工
に
な
る
こ
と
を
自
ら
希
望

し
て
、
働
く
も
の
が
多
か
っ
た
。
紡
績

工
場
や
製
糸
工
場
と
い
っ
た
女
子
労
働

者
中
心
の
産
業
よ
り
も
は
る
か
に
労
働

条
件
が
よ
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
仲
介
人

に
よ
る
採
用
で
は
な
く
、
現
在
、
工
場

で
働
く
労
働
者
に
よ
る
紹
介
や
広
告
掲

示
に
よ
る
採
用
方
法
で
あ
り
、
本
人
と

工
場
が
直
接
に
契
約
を
交
わ
す
こ
と
が

一
般
的
で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
⑦
）。

⑷
工
場
法
の
成
立
と
児
童
労
働

　

日
本
で
は
工
場
法
が
一
九
一
一
年
成

立
、
一
六
年
に
施
行
さ
れ
た
。
一
二
歳

未
満
の
児
童
労
働
を
原
則
禁
止
し
た

が
、
軽
易
な
作
業
の
場
合
に
は
、
一
〇

歳
以
上
で
あ
れ
ば
許
可
し
た
。
ま
た
、

常
時
一
五
人
以
上
の
労
働
者
の
い
る
工

場
に
は
適
用
す
る
が
、
一
四
人
以
下
で

あ
れ
ば
除
外
さ
れ
た
。
結
局
、
児
童
労

働
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。

　

法
律
施
行
後
、
適
用
工
場
の
児
童
労

働
者
数
は
激
減
し
た
が
、
一
九
一
九
年

農
商
務
省
が
工
業
部
門
に
限
定
し
な
い

で
調
査
し
た
結
果
、
全
国
に
一
四
歳
未

満
の
労
働
者
は
二
四
万
四
〇
〇
〇
人
お

り
、
特
に
一
二
歳
未
満
の
労
働
者
数
は

男
女
合
計
で
約
七
万
人
い
た
と
す
る
。

そ
の
な
か
で
も
っ
と
も
多
い
の
が
子
守

奉
公
で
あ
る
。子
守
奉
公
に
つ
い
て
は
、

女
子
の
数
が
、
男
子
の
数
の
約
四
倍
、

報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
適

用
工
場
で
働
い
て
い
た
学
齢
期
以
下
の

労
働
者
は
、
適
用
を
受
け
な
い
場
に
労

働
移
動
し
た
と
推
定
さ
れ
、「
工
場
法

が
児
童
保
護
の
役
割
を
微
弱
に
し
か
果

た
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の

考
え
が
あ
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

⑸
産
業
構
造
の
転
換
と
児
童
労
働

　

昭
和
恐
慌
と
そ
れ
に
対
す
る
打
開
策

と
し
て
発
生
し
た
満
州
事
変
を
き
っ
か

け
と
し
、
繊
維
、
製
糸
業
の
よ
う
な
軽

工
業
か
ら
重
工
業
へ
の
産
業
構
造
の
大

転
換
が
お
こ
り
、
労
働
力
の
質
が
大
き

く
変
容
す
る
。
工
場
法
に
よ
っ
て
、
新

た
に
働
き
出
す
子
ど
も
達
は
減
っ
て

い
っ
た
が
、
工
場
で
の
児
童
労
働
が
減

る
大
き
な
理
由
は
や
は
り
産
業
構
造
の

転
換
、
す
な
わ
ち
産
業
全
体
の
技
術
水

準
の
向
上
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も

に
女
性
労
働
の
需
要
が
減
少
し
た
た

め
、
児
童
労
働
、
特
に
女
子
の
児
童
労

働
が
減
少
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
農
家
の
困こ

ん

窮き
ゅ
うが
ひ
ど

か
っ
た
場
合
に
、
農
村
か
ら
の
少
女
の

身
売
り
は
相
変
わ
ら
ず
存
在
し
た
（
参

考
文
献
⑨
）。

四
．
現
代

　

戦
後
直
後
に
は
、
戦
災
に
よ
っ
て
親

を
な
く
し
た
子
ど
も
達
が
街
頭
で
、
夜

中
に
あ
っ
て
も
、
靴
磨
き
、
新
聞
売
り

な
ど
に
従
事
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ

た
。
ま
た
、
戦
後
の
貧
困
の
な
か
で
、

人
身
売
買
も
多
か
っ
た
。
労
働
省
婦
人

少
年
局
の
『
い
わ
ゆ
る
人
身
売
買
事
件

に
関
す
る
報
告
書
一
九
四
八
〜
四
九

年
』
に
よ
る
と
、
人
身
売
買
に
よ
っ
て

子
ど
も
達
は
裕
福
な
農
家
に
売
ら
れ
、

農
業
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
そ
の
後
も
人
身
売
買
は
後
を
た
た

な
い
。
一
九
五
五
年
の
警
視
庁
刑
事
部

防
犯
課
の
資
料
で
は
、
一
八
歳
未
満
の
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人
身
売
買
の
ほ
と
ん
ど
が
女
子
で
あ

り
、
そ
の
受
け
入
れ
先
は
接
客
業
で
あ

る
。
つ
ま
り
商
業
的
性
的
搾
取
目
的
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対

応
し
、
一
九
四
七
年
に
は
労
働
基
準
法

と
児
童
福
祉
法
が
、
一
九
五
六
年
に
は

売
春
防
止
法
が
成
立
し
た
。
こ
の
よ
う

に
戦
後
、
児
童
労
働
の
禁
止
に
関
連
す

る
法
制
度
が
相
次
い
で
整
備
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
児
童
労
働
が
な

く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

文
部
省
の
一
九
五
三
〜
五
四
年
の

『
長
期
欠
席
児
童
調
査
』
に
よ
る
と
、

全
国
の
小
・
中
学
生
の
う
ち
、
欠
席
五

〇
日
以
上
の
長
期
欠
席
児
童
は
二
八
万

人
に
も
上
り
、
多
く
が
家
計
補
助
の
た

め
働
い
て
い
る
。
子
ど
も
達
の
多
く
が

農
業
、
漁
業
な
ど
の
家
業
を
手
伝
っ
て

い
た
。
そ
れ
以
外
で
は
、
大
工
、
女
中
、

給
仕
な
ど
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
割
合

が
多
か
っ
た
。

　

当
時
の
こ
の
よ
う
な
実
態
か
ら
、
児

童
労
働
と
学
校
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
議
論
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
、

児
童
の
労
働
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
体
験
を
学
校
教
育
内
容
に

取
り
込
み
、
学
校
教
育
と
児
童
労
働
を

統
合
し
て
い
く
こ
と
を
主
張
し
て
い
た

（
参
考
文
献
④
）。

　

一
九
六
〇
年
代
、
日
本
は
高
度
経
済

成
長
期
に
入
る
。
第
一
次
産
業
か
ら
第

二
次
産
業
へ
の
転
換
や
経
済
発
展
は
国

民
の
生
活
水
準
の
レ
ベ
ル
を
高
め
、
国

内
の
児
童
労
働
は
、人
身
売
買
を
含
め
、

急
速
に
減
少
す
る
。
こ
の
時
期
以
降
、

日
本
に
は
児
童
労
働
問
題
が
な
い
と
感

じ
る
人
が
多
く
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
、
い
わ
ゆ

る
「
性
の
商
品
化
」
時
代
の
始
ま
り
と

と
も
に
、
日
本
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ

イ
な
ど
へ
児
童
買
春
を
行
う
た
め
渡
航

す
る
者
が
出
て
来
た
。
一
九
八
〇
年
代

後
半
以
降
、「
性
の
商
品
化
」
の
多
様

化
と
と
も
に
、
国
内
で
、
子
ど
も
達
が
、

児
童
買
春
や
ポ
ル
ノ
の
ビ
デ
オ
、
写
真

製
造
な
ど
に
巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も

増
え
て
き
た
（
参
考
文
献
②
）。
貧
困

と
の
関
連
性
は
希
薄
化
し
た
が
、
急
速

に
発
展
す
る
I
T
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
流
れ
の
な
か
で
、
子
ど
も
達
が
い
わ

ゆ
る
商
業
的
性
的
搾
取
に
遭
う
危
険
性

が
増
し
て
き
て
い
る
。

五
．
お
わ
り
に

　

日
本
の
歴
史
的
な
経
験
か
ら
、
義
務

教
育
の
浸
透
、
技
術
レ
ベ
ル
の
向
上
、

産
業
構
造
の
転
換
、
経
済
成
長
、
様
々

な
分
野
の
法
的
規
制
な
ど
、
個
々
の
事

柄
が
児
童
労
働
を
減
少
さ
せ
る
の
に
不

可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
義
務
教
育
や
法
整
備
だ

け
で
は
、
児
童
労
働
を
減
少
す
る
決
定

的
な
要
因
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
産
業

構
造
の
転
換
や
経
済
成
長
な
ど
経
済
的

要
因
が
重
要
な
鍵
に
な
っ
て
き
た
。
ま

た
そ
れ
ら
は
複
合
的
に
作
用
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
だ
け
で
も
十
分

と
は
言
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

日
本
で
は
、
児
童
労
働
に
お
け
る
女

子
の
割
合
が
比
較
的
高
か
っ
た
。
江
戸

時
代
の
遊
女
、
子
守
、
明
治
時
代
の
製

糸
工
場
や
紡
績
工
場
な
ど
の
女
工
、
戦

前
、
戦
後
の
少
女
の
身
売
り
、
そ
し
て

今
も
な
く
な
ら
な
い
商
業
的
性
的
搾
取

の
犠
牲
者
達
は
、
歴
史
的
観
点
か
ら
連

続
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。

　

何
世
代
に
も
わ
た
り
我
々
の
心
を
浸

食
し
て
い
る
偏
見
を
な
く
し
、
人
権
、

特
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
対
す
る
人
々
の
理

解
を
深
め
な
い
限
り
、
児
童
労
働
を
根

絶
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
ふ
じ
の　

あ
つ
こ
／
京
都
産
業
大
学
経

済
学
部
准
教
授
）
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介
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﹈『
民
謡
・
猥

歌
の
民
俗
学
』
明
石
書
店
。

② 

浅
野
富
美
枝
﹇
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